
12-2-31 ニュートンリングの反射光の観察
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ガラスの厚みは現実だと

dはすごく小さいので
すごく大きく、この経路だと 干渉がおこる
経路差が大きすぎて （経路差2d）
干渉がおきない

（ア）経路差が2dで、位相が1回ずれていることから、
○暗 2d=込x2m
⇒ 2d=m1ア1

（イ）三平方の定理でR、水とdを関連づける

R2= ( R - d ) 2 +x 2
122=R2-2dR+d2+x2
0 =一 2 dR td ' tx 2 、71（この段階でd2÷0としてもよい）

0=-2d+だ+だ） d kRなので、だ÷0と近似
A0=-2d+だ-

ー 2d=ムッ がなならは設ホ直一一一
一］､ ､ ､ ､ ､ る：f



いう 続き

（ア） より

.EE#m_1 ← （経路差）=m入 を立式している

エ 薄層が空気のとき
は

pi=m入・・・①

薄層が液体（n=n）のときは
2 n d = m入

2 2dは液体があってもなくても、
図形的に（イ）と同じく2d=?notミニm入・・・

②
①、②を辺々割って

つこか
R

i . n= これは光路差」を使った考え方

※模範解答では、光路差 ではなく、液体中で短く
なった波長がでを用いて考えている。
（経路 =m入 ' としているのである

この！光路差）にm入
としてもよい。 好みの問題である

（オ）下から眺めると2回位相の兀ずれが
おこるので明暗の条件がいつも通り ｡ とな

でれにな よって逆ない。


